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はじめに 
EU（欧州連合）の早期離学については，これまで拙稿（柿内  2016, 2018）で考察してきた。
国内における EU の早期離学の先行研究については，前出拙稿（2018）でも指摘したように，
フランスの状況を分析考察した園山（2015, 2018b）の研究がある。同じく園山による編著（園






は，EU の基金を受けた，アントワープ大学（ベルギー）の Van Praag らの研究プロジェクト












「欧州 2020」に連動して策定された「教育と訓練 2020（Education & Training 2020: ET2020）」
（2009 年策定）においてもベンチマークとして設定されている。なお，ここでの早期離学者と








の形態を含むとする場合が多い（European Commission 2013a, 8）。 
 
１．ベンチマークの達成状況 
2018 年 10 月に公表された最新の 2018 年版モニタリング報告書では 2017 年の状況（以下す
べて同じ）が報告されている。EU のベンチマークである 10%の目標値の達成状況は EU28 ヶ国
で 10.6%と 2016 年より 0.1 ポイント下がっている。主な所見としては次のようにまとめられて










2018 年版では，2011，2014，2017 年が対象となっている（European Commission 2018a, 28, Figure 





































（表１）2009-2017 年の早期離学率（%，2017 年降順）（Source: Eurostat）  
 
　 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
EU(28 countries) 14.2 13.9 13.4 12.7 11.9 11.2 11.0 10.7 10.6
スペイン 30.9 28.2 26.3 24.7 23.6 21.9 20.0 19.0 18.3
ルーマニア 16.6 19.3 18.1 17.8 17.3 18.1 19.1 18.5 18.1
マルタ 25.7 23.8 22.7 21.7 20.8 20.9 20.2 19.2 17.7
イタリア 19.1 18.6 17.8 17.3 16.8 15.0 14.7 13.8 14.0
ブルガリア 14.7 12.6 11.8 12.5 12.5 12.9 13.4 13.8 12.7
ポルトガル 30.9 28.3 23.0 20.5 18.9 17.4 13.7 14.0 12.6
ハンガリー 11.5 10.8 11.4 11.8 11.9 11.4 11.6 12.4 12.5
エストニア 13.5 11.0 10.6 10.3 9.7 12.0 12.2 10.9 10.8
イギリス 15.7 14.8 14.9 13.4 12.4 11.8 10.8 11.2 10.6
ドイツ 11.1 11.8 11.6 10.5 9.8 9.5 10.1 10.3 10.1
スロヴァキア 4.9 4.7 5.1 5.3 6.4 6.7 6.9 7.4 9.3
ベルギー 11.1 11.9 12.3 12.0 11.0 9.8 10.1 8.8 8.9
フランス 12.4 12.7 12.3 11.8 9.7 8.8 9.2 8.8 8.9
デンマーク 11.3 11.0 9.6 9.1 8.0 7.8 7.8 7.2 8.8
ラトヴィア 14.3 12.9 11.6 10.6 9.8 8.5 9.9 10.0 8.6
キプロス 11.7 12.7 11.3 11.4 9.1 6.8 5.2 7.6 8.5
フィンランド 9.9 10.3 9.8 8.9 9.3 9.5 9.2 7.9 8.2
スウェーデン 7.0 6.5 6.6 7.5 7.1 6.7 7.0 7.4 7.7
オーストリア 8.8 8.3 8.5 7.8 7.5 7.0 7.3 6.9 7.4
ルクセンブルク 7.7 7.1 6.2 8.1 6.1 6.1 9.3 5.5 7.3
オランダ 10.9 10.0 9.2 8.9 9.3 8.7 8.2 8.0 7.1
チェコ 5.4 4.9 4.9 5.5 5.4 5.5 6.2 6.6 6.7
ギリシャ 14.2 13.5 12.9 11.3 10.1 9.0 7.9 6.2 6.0
リトアニア 8.7 7.9 7.4 6.5 6.3 5.9 5.5 4.8 5.4
アイルランド 11.8 11.9 11.1 9.9 8.7 6.7 6.8 6.0 5.0
ポーランド 5.3 5.4 5.6 5.7 5.6 5.4 5.3 5.2 5.0
スロヴェニア 5.3 5.0 4.2 4.4 3.9 4.4 5.0 4.9 4.3
クロアチア 5.2 5.2 5.0 5.1 4.5 2.8 2.8 2.8 3.1
Early leavers from education and training by sex and labour status [edat_lfse_14]





2018 年版報告書では，雇用状態および性別による各国の早期離学率をグラフ (European 
Commission 2018a, 29, Figure 9：本稿では図１ 5) で示し，考察している。後期中等教育に達し














※棒グラフの下から順に EMP: employment, INA: inactive, UNE：unemployment を示す  













る EU の東方拡大と言われる 2004 年以降に EU に加盟した新規加盟国（現在 13 ヵ国）である。
6 ヵ国はこのうち，EU10 諸国（中・東欧およびバルト諸国など旧社会主義圏の各国で，2004
年加盟のポーランド，チェコ，スロヴァキア，ハンガリー，エストニア，ラトヴィア，リトア





ていたことである。FRA（European Union Agency for Fundamental Rights）による 2016 年調査 6で
は，ロマの早期離学率（「現在，学校または職業訓練に参加しているか」と尋ねた回答）はルー
マニアが 77%，ブルガリアが 67%，スロヴァキアが 58%，チェコが 57%であった（FRA 2016, 27）。
一方で，ロマの生活世界や文化，社会化過程そのものがメインストリームのフォーマルな学校
教育制度に対して親和性が低いとすれば，同じくロマの女性の若年での出産や出生率の高さな




2018 年版報告書では，性別と出生地による早期離学率を表 (European Commission 2018a, 30,  
Figure 10：本稿では表２) で示している。報告書の考察とともに，さらに表を読み取ると次の
ような傾向がみられる。  




ハンガリー（1.0 ポイント差），スロヴァキア（女性 10.3%で 1.8 ポイント差）の 3 ヵ国だけで
ある。上記のようにルーマニアは男女ともに高く，かつ，男女間格差がほとんどない。他に男
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れの高さが 20%を超えるケースはドイツ（DE:23.1%）にもみられ，ドイツでは EU 内生まれが
EU 外生まれよりも高いこと，⑤逆にオーストリア（AT:18.4%）は EU 外生まれのほうが高いこ






よりも高い。イギリスの場合は，外国生まれのうち EU 外生まれが 6.6%と低い。これは，イン
ドや中国からの移民の学力の高さが要因だと思われる。ポルトガルは国内生まれが 12.5%，外












版報告書では，EU の地域区分である NUTS 27によって地域間格差を地図上に表し(European 








国別に考察している。都市部（urban areas）と人口の少ない地域（ rural areas）の格差が突出し
ていたのはブルガリアとルーマニアであった。逆にチェコはほとんど格差がなかった。一方で，
4 ヵ国に共通点があり，どの国も市部（cities）では早期離学率が低かった。2018 年版報告書で
はこの都市化の度合い（市部：人口密集地，町・郊外（ towns and suburbs）：中程度の密集地，
村落部（ rural areas）：人口の少ない地域）によって，男性の早期離学率にちがいがみられるこ



























機関）によるバックグラウンドリポート（Eurydice Report）の 2016 年版、2017 年版，2018 年
版をもとに作成したものである（European Commission/EACEA/Eurydice 2016, 2018a, 2018b）  
（表３）早期離学に対する各国の取り組み状況（１） 
 
Structural indicators on early leaving from education and training (ELET) 
ELET
2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018
ベルギ  ーfr * * * * * * * * * * * *
ベルギ  ーde 　 　   * * * * * * * *
ベルギ  ーnl * * * * * * * * * * *
ブルガリア 12.7 * * * * *     * *
チェコ 6.7 * * * * * * * * * * * * *
デンマーク 8.8 * * * * * 　 　 * *
ドイツ 10.1   * * * * * * * *
エストニア 10.8 * * * * * * *
アイルランド 5.0 * * * * * * *
ギリシャ 6.0 * * * * * * * * *
スペイン 18.3   * * * * * * * *
フランス 8.9 * * * * * * * * * * * * *
クロアチア 3.1     *  *   * *
イタリア 14.0 * * * * * * * * * * *
キプロス 8.5  * * * *  *   * *
ラトヴィア 8.6 * * * * * 　 　 * * * * *
リトアニア 5.4 * * * * * * * * * * * * *
ルクセンブルク 7.3 * * * * 　 　 * * * *
ハンガリー 12.5 * * * * * 　 　   　 　
マルタ 17.7 * * * * * * * * * * * *
オランダ 7.1 * * * * * * * *  *
オーストリア 7.4 * * * * *  * * *
ポーランド 5.0 * * * * * 　 　 * * * * *
ポルトガル 12.6 * * * * * * * * * * * * *
ルーマニア 18.1 * * * * * * * * * * *
スロヴェニア 4.3 * * * * * *  * * *
スロヴァキア 9.3 * * * * * * * *
フィンランド 8.2 * * * * * * * * * * * * *
スウェーデン 7.7 * * * * * * * * * * *
イギリス(ENG) * * * * * * * * *
イギリス(WLS) * * * * * * * * * *
イギリス(NIR)   * * * * * * *
イギリス(SCT) * * * * * *  *  *

















機関）によるバックグラウンドリポート（Eurydice Report）の 2016 年版、2017 年版，2018 年
版をもとに作成したものである（European Commission/EACEA/Eurydice 2016, 2018a, 2018b）  
（表３）早期離学に対する各国の取り組み状況（１） 
 
Structural indicators on early leaving from education and training (ELET) 
ELET
2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018
ベ ギ  ーfr * * * * *
ベルギ  ーde 　 　   
ベルギ  nl * * * * *
ブルガリア 2 7 * *     
チェコ 6 7 * * * * * *
デンマーク 8 8 　 　
ドイツ 10 1   *
エストニア 0 8 * *
アイルランド 5 0
ギリシャ 6 0 * * * * *
スペイン 8 3   *
フラン 9 * * * * * *
クロアチア 3 1     *  *   
イタリア 14 0
キプロス 8 5  *  *   
ラトヴィア 8 6 * * * * *
リトアニア 5 4 *
ルクセンブルク 3 　 　 * * *
ハンガリー 12 5 　 　   　 　
マルタ 17 7 * * *
オランダ 7 1  
オ ストリア 7 4 * *  
ポーランド 5 0 * * 　 　 * *
ポルトガル 12 6 * * * * *
ルーマニア 1 1
ロヴェニア 4 3 *  
スロヴァキア 9.3 *
フィンランド 8.2 * * *
スウェーデン 7.7 * * * *
ENG * *
イギリス(WLS) * * * * * * * * * *
イギリス(NIR)   * * * * * * *
イギリス(SCT) * * * * * *  *  *









表中の 2016 年（版）は 2015/2016 年度，2017 年（版）は 2016/2017 年度，2018 年（版）は
2017/2018 年度を指し，2016 年については 2016 年版の指標の実施国を示す様式が異なるため，
比較できる指標のみを取り出している。従って，表３の 1 と 3，表４の 4 と 5 は空欄である。
また，ベルギーはフランス語圏（ fr），ドイツ語圏（de），フラマン語圏（nl）に，イギリスはイ
ングランド（ENG） ,ウェールズ（WLS），北アイルランド（NIR），スコットランド（SCT）に
制度上分かれている。表３の 1~3，および表４の 4~6 は次の項目を指す。  
1 生徒登録を基にした早期離学データの収集  
2 教育経路の柔軟性と透過性（permeability）を増大させるための方策  
 2.1. オルタナティヴ教育・訓練の経路の提供  
 2.2. 教育・訓練の制度内での移行の促進  
 2.3. スキルおよび（もしくは）資格の承認  
3 異なる母語を持つ生徒ための言語支援方策  
4 教員養成や現職研修に早期離学を含むための方策  
5 中等教育段階の学校における教育とキャリアガイダンス（義務教育のカリキュラムと学校
Structural indicators on early leaving from education and training (ELET) 
ELET
2017 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018
ベルギ  ーfr * * * * * * *  * * * *
ベルギ  ーde * * 　 　 * * * 　 　 　 　
ベルギ  ーnl * * * * * * * * *  *
ブルガリア 12.7 　 　 * * * * * *  *
チェコ 6.7 * * * * * * * * * *
デンマーク 8.8 　 　    * * * 　 　
ドイツ 10.1 * * * * * * * * * * * * *
エストニア 10.8 * * * * * * * * * * * *
アイルランド 5.0 * * * * * * *  　 　 　 　
ギリシャ 6.0    * * * * * * * *
スペイン 18.3 * * * * * * *  * * * *
フランス 8.9 * * * * * * * * * * * * *
クロアチア 3.1   　 　 * * * * *
イタリア 14.0  * * * * * * * * *
キプロス 8.5    * * * * 　 　
ラトヴィア 8.6 * * * * * * * * * * * * *
リトアニア 5.4   * * * * * * * * * * *
ルクセンブルク 7.3 * * 　 　 * * * * * * * * *
ハンガリー 12.5 * * * * * * * 　 　 * *
マルタ 17.7 * *   * * * * * * * *
オランダ 7.1  *   * * * * *  *
オーストリア 7.4 * * * * * * *  *  *
ポーランド 5.0   * * * * * * * * * *
ポルトガル 12.6  * * * * * * * * * *
ルーマニア 18.1   * * * * * * * *  *
スロヴェニア 4.3 * * * * * * * * * * * * *
スロヴァキア 9.3 * * * * * 　 　 　 　
フィンランド 8.2 * * * * * * * * * *
スウェーデン 7.7 * * * * * * * * *
イギリス(ENG) * * * * *
イギリス(WLS) * * * * *
イギリス(NIR) * * * * *
イギリス(SCT) * *  * * * * * * *
10.6
4 5 6.1. 6.2. 6.3.
8.9




6 早期離学者が教育・訓練制度に戻るための支援方策  
 6.1. セカンドチャンスの教育  
 6.2. 教育とキャリアガイダンス  












冒頭であげた Van Praag らの国際共同研究においてもさまざまな指摘がなされている。たと
えばハンガリーのロマの人びとの早期離学を追った研究では，この間の中等教育段階の職業教
育を含む教育制度改革がロマの人びとにとってはマイナスに作用することである。（Van Praag, 















※本研究は， JSPS 科研費 15K04361（研究代表者）および 16K01869（研究分担者）の助成を受けたもの
です。  
 







1 欧州委員会は 2012 年から毎年度モニタリング報告書「Education and Training Monitor」を発行し，ET2020
の進捗についてモニタリングしている。European Commission の Education and Training Monitor のサイト
から入手できる。本稿で使用した当該報告書ほか欧州委員会等の EU 関係機関のドキュメントは，EU 関
係機関のそれぞれのサイトからダウンロードしたものである。たとえば，モニタリング報告書は次のサイ
トによる。http://ec.europa.eu/education/policy/strategic-framework/et-monitor_en（2018/11/20 閲覧）  
2 教育分野のヘッドライン指標は，早期離学率の引き下げ（中等教育段階の早期離学率を 10%未満に），
高等教育レベル修了率の引き上げ（30～34 歳の高等教育修了者比率を 40％以上に）からなる。  
3 http://ec.europa.eu/eurostat/web/main/home（2019/2/6 最終閲覧）なお，表中の EU28 countries は，2013 年
加盟のクロアチアを含む。本文中の EU 全体の早期離学率の値も EU28 を用いている。使用したデータは
Last update 15.01.19, Extracted on 06.02.19. 







6 FRA2011 年調査よりも各国とも下がっているが，FRA2016 年調査はサンプリングや解析方法をより改
善しているため，2016 年調査のほうがより正確に現状を表しているとしている（FRA2016, 44-45）。なお，
2016 年調査の対象国は，ブルガリア，チェコ，ギリシャ，スペイン，クロアチア，ハンガリー，ポルト
ガル，ルーマニア，スロヴァキアの 9 ヵ国。  
7 EU の NUT 2013 の第 2 レベル（NUTS 2）分類（Eurostat 2015）。NUTS 2 では，地域区分の人口を 80 万
～300 万人の範囲としているため，たとえばバルト三国のような小国では国全体で 1 つの地域区分となっ
ている。なお，2019 年 1 月から NUTS 2016 の新しい区分が適用される。  
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